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緒言

著者はさきに，コトンラットの糸状虫をもちい， Die-
thylcarbamazine (スパトニン，田辺製薬提供 I-Diethyl-
carbamyl-4-Methylpiperazine citrate), 及び有機砒素剤

の Mapharsol(マファーセミン， 第一製薬 3-Amino-4-
Oxyphenylarsinoxide塩酸塩）がそのミクロフィラリア
に及ぼす作用を検討して第 1報として報告したが，これ
らの薬剤が糸状虫の成虫に対し如何なる効果を及ぼすか
は，それぞれの薬剤の作用特性を明らかにする上にも，ま
た治療並びに防疫に応用するにあたつても重要な基礎知
見となるものてあるから，今回は両種薬剤を糸状虫感染
コトンラットに投与した場合の成虫の致死率を調べ，か
つ残存虫体の組織標本を作製して，各薬剤の虫体に及ぼ
す影響を病理組織学的に検討し興味ある知見を得たのて
報告する．

実験材料及び方法

剖検したコトンラットは第1報にて報告した実験1Iか
らV迄の群て',Diethylcarbamazine(スパトニン） または
Mapharsol (マフアーセミン）を腹腔内注射し， 観察中
死亡したもの，及び投薬後ある時期をへた後，クロロフ
ォルムて麻酔させ解剖したものてある．

解剖のさいに成虫は胸腔と腹腔からピンセッドて成虫

をいためぬ様にすべて採集した．

生死の判定には， 30゚0に加温した生理的食塩水中に入
れ，この中て運動するものを生とした．同時に胸腔内に
癒着しているもの，叉白色混濁を呈して死亡している虫
体も数えた．

また虫体に対する薬剤の作用を調べる目的て一部はラ

クトフエノールて透徹して内部構造の変状を調べ，一部
はパラフィン包埋して切片とし，ヘマトキシリンエオジ

ン，ワンギーソン，アザンの染色を施し障害の有無，程
度を対照と比較観察した．

成績

I スパトニン及びマフアルゾール投薬のコトンラッ

ト糸状虫成虫に対する致死作用について

1) スパトニン投与群の剖検成績

スパトニンの投薬は流血中のミクロフィラリア（以下
Mfと略うには著しい殺滅効果がある事が判明したが，
成虫に対する効果を確かめる為，実験途中て死亡したも
の，及び投薬終了後ある時期食へた後のコトンラットを
解剖し，その胸腔，腹腔にいる成虫の生死を調べた．解
剖を行ったのは第 1編に示した実験 JIT,N, Vの群 9頭
てこのうち 5頭は斃死，他の 4頭は殺処分して剖検した

ものてある．その成績は次の通りてある．

第 1例（実験V,第 1群， No.5) 

投薬方法： 200mg/kg 30日連続， 総投与量： 6,000 
mg/kg, フィラリア感染後 187日，流血 2.5cmm中 Mf
136のとき投薬をはじめ， 投薬開始後49日目に死亡し
た．

剖検したところ心嚢内に液体の醤溜が著し<'心嚢膜
炎があったものと思われる．

胸腔に生存成虫は13匹，このうち雄 6匹，雌 7匹て，
外に右側胸腔内に白色混濁した死亡成虫 2匹が見出さ
れた．

成虫の死亡率は15匹中 g匹の13.3%てあつた．

第 2例 C実験V,第 1群， No.6) 

投薬方法： 200 mg/kg 30日連続， 総投与量':6,000 
mg/kg, フィラリア感染後 190日，流血 2.5cmm中 Mf
83のとき投薬をはじめ，投薬開始後52日目に剖検．

胸腔より生存成虫雄 6匹，雌 8匹の計14匹が採集され
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た．外に心嚢外壁の左側に胸膜に包まれ，輪状になつて

白色混濁している成虫 1匹と，同上右側に附着して，体

壁の数ケ所て破裂のみとめられた虫体 1匹の計 2匹が見

出された．成虫死亡率は16匹中 2匹の12.5%てあった．

第3例（実験V,第 1群， No.1)

投薬方法： 200 mg/kg 27日連続， 総投与量： 5,400 

mg/kg・フィラリア感染後 187日，流血 2.5cmm中 Mf

1,898のとき投薬をはじめ，投薬開始後27日目に死亡．

胸腔には心嚢膜炎が認められた．生存成虫は雄54匹，

雌35匹の計89匹，外に死亡成虫の雄 6匹，雌 8匹計14匹

が認められた．この例は投薬開始後日数が他に較べてな

がく経過していないのて死亡成虫についてもまた雌雄の

区別が明瞭に出来た．成虫死亡率は 103匹中14匹の12.5

％てあつた．

第4例（実験罰第．？群， No.6) 

投薬方法: 200 mg/kg 10日連続， 総投与量： 2,000 

mg/kgフィラリア感染後 230日，流血 2.5cmm中 Mf

704のとき投薬をはじめ，投薬開始後13日目剖検．

胸腔より雄 4匹，雌 7匹計11匹の生存成虫と，胸膜下

に頭部，尾部のみをつつこんている死亡虫の一群が見出

された．この一群を傷つけぬ様に取り出した所，第 3例

と同じ様に投薬開始後日数が経つていない為，雌雄が区

別され雄 2匹，雌 1匹の計 3匹てあった．成虫死亡率は

14匹中 3匹の21.4%てあった．

第5例（実験V,第 2群， No.11)

投薬方法： 200 mg/kg 5日連続あと 1週間おいて 1

回，総投与量： 1,200 mg/kg, フィラ）)ア感染後 156日，

流血 2.5cmm中 Mf51のとき投薬をはじめ， 投薬開始

後18日目に死亡．

第5例は 200mg/kg5日連続あと週 1回 200mg/kgの

間隔投与を 1回投薬したのみて死亡したのて直ちに解剖

を行った．解剖の結果胸腔には心嚢膜炎が認められた．

生存成虫は雄 2匹，雌 1匹の計 3匹，外に死亡虫体雌 2

匹が採集された．成虫死亡率は40.0%てあった．

第6例（実験皿，第 3群， No.15)

投薬方法： 30 mg/kg 10日おき10回， 総投与量： 300 

mg/kg, フィラリア感染後 216日，流血 2.5cmm中 Mf

160のとき投薬をはじめ，投薬開始後 108日目部検．

胸腔から雄 1匹，雌 7匹計 8匹の生存成虫と死亡して

間もないと思われる雄 1匹と雌 3匹の計 4匹が胸膜上に

見出された．成虫死亡率は 12匹中 4匹の 33.3%てあつ

た．

第 7例（実験JIIr 第 8群， No.14)
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投薬方法： 30 mg/kg 10日おき10回，総投与量： 300 

mg/kg, フィラリア感染後 214日，流血 2.5cmm中 Mf

187のとき投薬をはじめ，投薬開始後 106日目剖検．

胸腔より雄 1匹，雌 1匹の計 2匹の生存成虫と，写真

~ 1 の如く胸骨内面右側に癒着した 2 匹の死亡虫が認めら

れた．成虫死亡率は 4匹中 2匹の50.0%てぁった．

第 8例（実験皿，第2群， No.10)

投薬方法： 20 mg/kg 5日連続あと20mg/kg 10日おき

9回，総投与量： 280mg/kg, フィラリア感染後 201日，

流血 2.5cmm中 Mf 440のとき投薬をはじめ投薬開始

後93日目に死亡．

第 8例は 5日間連続集中投薬後，間隔投与 9回目を終

了後に死亡した．解剖は同日行ったが，腸重積を起して

いる事が認められた．胸腔内には生存成虫がみられず，

右側胸腔胸膜上に 1匹癒着し，白色混濁した虫体が検出

された．成虫死亡率は 100%てあった．

第 9例（実験皿，第 3群， No.12)

投薬方法： 30 mg/kg 10日おき 6回， 総投与量： 180 

mg/kgフィラリア感染後 186日，流血 2.5cmm中 Mf

320のとき投薬をはじめ，投薬開始後67日目死亡．

第 9例は 30mg/kg間隔投与 6回終了後死亡した為同

日解剖を行った．解剖の結果腎臓が著しく腫脹している

のが認められ，成虫は胸腔内に生存成虫雄 2匹，雌 3匹

の計 5匹が採集され，死亡成虫は見出されなかった．

以上の結果からスパトニジは総投与量 180mg/kgの例

ては，成虫の死滅はみられなかつたが， 280mg/kg以上

ては，ある程度成虫に効果があり，死減するものがある

ことは確実てある．そして大量を連続して投与した場合

よりも，それよりはるかに少い30mg/kgても間隔的に長

期にわたつて投与した際に高い死亡率を示すように思わ

れる．

対照として第 1報の実験l[に報じたフィラリア感染後

188日目死亡の 1頭を同日剖検したが，胸腔に心襲膜炎

が認められ，成虫は胸腔より雄 8匹，雌12匹計15匹の生

存成虫のみが採集された．

更に 1頭は，実験1Vに記した感染後 222日目に事故て‘

死亡，同日剖検を行ったものては，胸腔より生存成虫の

み雄 2匹，雌 4匹の計 6匹が採集された．

2) マフアルゾール投薬群の剖検成績

マフアルゾール群は連続投薬を行つても，かなりの長

期間 Mfの減少をみなかつたが，このような時期に剖検

して糸状虫成虫に及ぼす影響を調査したところ次のよう

な成績を得た．
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第 1例（実験闊第1群， No.1)

投薬方法： 5 mg/kg 10日連続，総投与量： 50 mg/kg 
フィラリア感染後 296日，流血 2.5cmm中 Mf583の

とき投薬をはじめ，投薬後79日目剖検．

胸腔より雄23匹，雌(3匹の生存成虫と，

第 1表

写真 2の如

く，虫体が互いにからまり白色混濁した 6つの群からな

る死亡成虫が検出された．これら死亡群は全部て39匹，
成虫死亡率は75匹中39匹の52.0%てあった．

第 2例（実験IV,第 1群， No.3) 

投薬方法： 5 mg/kg 10日連続， 総投与量： 50 mg/kg 

スパト =Y及びマファ Jレゾー Jレ投薬のコト、J ラット糸状虫成虫に対する影薯

薬剤
コトソ

• • 
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ゾ
ー
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2

3

 

36 

39 
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9 46 

77 

生存成虫 16 o 11 
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死亡成虫 〇
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生存成虫 15 o 3 
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死亡成虫 〇
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3

3

 

2

1

 

8
0
 

13.3 . 
12.5 

13.6 

21.4 

40.0 

33.3 
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後

後

後

後

・
染

薬

染

薬

感

投

感

投

17.1 

対 III 

照 IV 生存成虫

死亡成虫

6

0

 

100 

゜

2

4

 

52.0 

55.4 

゜

備

フィラリア感染後 187日
投薬開始後49日目死亡

感染後
投薬後

感染後
投薬後

感染後
投薬後

感染後
投薬後

感染後
投薬後

感染後
投薬後

感染後
投薬後

感染後
投薬後

感染後
投薬後

190 日
52日目

166 日
27日目

230 日
13日目

156 日
18日目

201 日
93日

186 日
67日目

296 日
79日目

ヽ

230 日
13日目

296 日
79日目

考

解剖

死亡

解剖

死亡

216 日
108日目解剖

214 日
106日目解剖

死亡

死亡

解剖

解剖 、

解剖 ，

50.4 

感染後

感染後

188 日

222日

（コトンラット No.は第一編に示した実験番号—投与群―個体番号をもつて表示した）
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フィラリア感染後 230日，・流血 2.5cmm中 Mf108の

とき投薬をはじめ，投薬聞始後13日目剖検

剖検は投薬終了後3日目に行った．胸腔からは生存成

虫雄16匹，雌42匹計62四の多数て，これらに混じ，前例

と同じ様に虫体が互いにからまり死亡している成虫も多

数採集された．死亡虫体数は全部て77匹，成虫死亡率は

139匹中77匹の55.4%てあった．

第 8例（実験IV,第 2群， No.5) 

投薬方法： 3 mg/kg 10日逓続，総投与量： 30 mg/kg 

フィラリア感染後 296日，流血 2.5cmm中 Mf184の

とき投薬をはじめ，投薬開始後79日目剖検

総投与量30mg/kgては死亡成虫は 1匹も採集出来ず，

生存成虫は雄11匹，雌 5匹計16匹てあった．

以上の事からマフアルゾール 1日1回 3mg/kg .!.O日

間，総投薬量30mg/kgては成虫に著明な効果がなく，

1日1回5mg/kg 10日間総量50mg/kgを与えると糸状

虫成虫の約半数が死滅することが明らかにされた．

II . スパトニンまたはマフアルゾール投与によるコト

ンラット糸状虫成虫の内部構造の変状について．

、 1) ラクトフエノール透徹法による観察

a) スパトニン投与群における成績

スパトニン投与群， 総投与量 280mg/kg以上ては成

虫の死亡も認められたのて，実験IV,第 3群の No.6の

生存雌成虫 8匹をラクトフエノール液に浸け透徹し，内

部の変状を調べた．

成虫は，角皮，頭部，食道，腸等特に異状を認めず，

また子宮，腟，腟内 Mf等にも，との方法ては著しい変

状は観察てきなかった．

たゞ腟末端部 (Ovejector)の陰門に接続する部位は全

例において形がくずれ，第 1図の様に異状な形態を呈し

ているのが認められた．非処置群ては全く同様の形態を

見る事が出来ないのて，恐らくスパトニンの作用と考え

られた．

b) マフアルゾール投与群における成績

マフアルゾール投与群もスパトニンと同様実験lVの第

1群の No.1の生存成虫群の約半数を使用し，ラクトフ

工ノール液に浸け透徹し観察を行った．

マフアルゾール群てはスパトニンと異なり生殖器にこ

の方法ては，特に異状が認められなかつたが，腸管が障

害せられ，特に食道との接合部が不明瞭になり， Cの部

から陰門のレベルにかけ明らかに腸管の萎縮，扁平化，

輪廓のみだれ等が観察された（第2図）．

2) 組織学的検索

W
、0
0

第 1図 スパト=Y 200mg/kg 10日連続投薬群雌生

存成虫腟末端部の変状（左側対照）

組織標本を作製した生存成虫は，前述と同じ群の同じ

No. のものてある．

叉死亡成虫はスパトニン実験IV,第 3群の No.10, マ

フアルゾールは実験IV'第 1群の No.3について夫々組

織標本を作製し観察した．

スパトニン，マフアルゾールのいづれの場合ても死殺

した虫体は同様に卵細胞， 子宮内の Mfは崩壊， 消失

し，または結締織細胞によつて置換され，一部石灰化し

虫体は主としてクチクラをのこすのみとなり，時に消化

管や子宮壁の残存を認めるが，殆んど内部構造が不明て

あつ応しかしなお生存している虫体についても組織学

的に検査すると次のような変状が見出される．

a) スパトニン投与群における成績

スパトニンての生存成虫は，対照群に較べ僅かに卵巣

が萎縮し，中に含まれている卵細胞の数が減少し，卵細

胞は大小不揃，染色性不同となり，一部卵細胞の退行変

性があるものと認められる．

また卵巣先端の軸索 (Rachis)の存在する部位ては，

卵母細胞の排列が不規則となり，細胞質にしばしば空胞

化が認められた．
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第 2図 マフア Jレゾ一 Jレ5mg/kg 10日連続投薬群

、の雌成虫，食道，腸の変状（右側対照）

子宮内の Mfは不変，体細胞にも著明な変化は認めら

れなかつた．

b) マフアルゾール投与群における成績

マフアルゾールにおける生存虫ては，対照に比し，卵

巣先端軸索 (Rachis)部の卵母細胞がスパトニンと同様

排列不規則，空胞化が認められたが，スパトニンに較べ

砒素剤の方が強く， ＇叉核の染色性の低下が認められた．

が見出される．感染後この位の時期ては，対照ては全く

死亡虫が見出されないのて，スパトニンの成虫に対する

致死作用があることは明らかてあろう．たゞしその死亡

率は，投与量が増しても必ずしも高くはならないように

思われる．寄生虫数が少ない場合は得られる死亡率も変

動が方きいが，今回の例ては 180mgの場合を除き12.5

％から 100%に及び，平均17.6%(3°/m)を示した．第1

報に述べた如<'スパトニンのマウスに対する LD5ovま

485.3 mg/kgてあったが，その半量に近い 200mg/kgと

いう大量を連日的30日投与した 3頭のコトンラットにお

いて，いづれも12~13%の死亡率を示したがなおこの大

量の連続に比しはるかに少い 30mg/kgても長期にわた

つて間隔投与した場合が総量が少なくしかも30%~50%

というより高い致死効果があらわれた事は注目される．

これに比してマフアルゾールを投与した場合は総量プ

ロキロ30mgの例ては 1匹の死亡糸状虫も見出されなか

ったが， 5 mg/kg (マウスに対する LD5oは80.9mg/kg 

てあった）を連続10日，総投与量50mgの 2頭ては，そ

れぞれ52.0%, 55.4% (平均54.2%)の糸状虫死亡率を

示した．これらの例からみヌ J,- • c> ,_ Lztomosozdes carznzzの

成虫に対しては，連続集中投与した場合スパトニンに比

しマフアルゾールの作用が大きいように思われる．

第 1報に報じた如<'流血中の Mfに対してスパトニ

ンが顕著な殺滅作用を有し，マフアルゾールは殆んど影

咽を及ぼさなかつたことと対比して興味あることてあ

る ．．

またマフアルゾールて死亡した成虫は，胸腔内て互に

からまりあつて，死亡虫体塊を形成するのに反し，スパ

トニンて死亡した虫体は，多く個々にはなれ，胸膜下に

頭または尾部を挿入，ないしは胸腔壁，内臓表面等の胸

膜に癒着している像がみられた．

なお生存虫体においても，その組織学的な検索を行う

卵巣主部においても軽度ながら卵細胞の大小，染色性 と，スパトニン，マフアルゾールのいづれの場合におい

の不同，崩壊がみられ，との外体壁または子宮壁に空胞 ても若干の障害を蒙つている虫体があることが確かめら

変性があらわれている． れた．その主たる所見は卵巣における卵母細胞，または

子宮内の Mfに対しては砒素剤の方が作用が強く，一 卵細胞の退行変性，一部崩壊等てあるが， 子宮内の Mf

体にスパトニンに比し，虫体に対する影響が強い様な所 は比較的障害が少いように思われる．検査した虫体が死

見を得た． 亡にいたるまてのいかなる時期にあるかを明らかにしな

考察 ければ，薬剤間の比較を厳密に行い得ないが，検鏡した

薬剤投与後のコトンラット内にお11'-7'-- v Q,  Lz'tomosoides 例ては，マフアルゾールによるものが，スパトニンによ

carznzi'成虫の死亡率をみ歪と，スパトニン投与の場合 るものに比し，卵巣に対する障害が少なく，反対に子宮

ては総投与量がプロキロ 180mgの例ては死亡虫を見出 内の Mfに対する影響が強いように思われた．

さなかつたが， 280mg以上ては多かれ，少なかれ死亡虫 ラクトフエノールて透徹した全体標本についても，消

(26) 



化管に対しマフアルゾールの方が強く障害を与えている

ことがうかがわれる．

(11[) :::zトンラット糸状虫の成虫数と流血中 Mf数の

関係について

これまて回虫，鉤虫，毛様線虫などの腸内寄生虫つい

ては，その寄生数と 1日に排出される卵数から，雌 1匹

についてどのくらいの産卵があるかを推定する観察を行

った実験がいくつか報告されている．しかし糸状虫につ

いては，との関係が充分明らかにされておらず，犬糸状

虫などについて剖検して見出された雌成虫と，流血中の

Mf数についての関係がしらべられているに過ぎない．

著者はとの関係について最も観察がしやすい, :::zトン

ラット糸状虫についてこの面について観察を試みた．

1. スパトニン投与終了後の Mf数の回復と剖検して

見出された雌成虫数の関係

感染コトンラットにスパトニンを一定の方式て投与す

ると，前述したように流血中のミクロフィラリア数はい

ちじるしく減少するが，投薬を終了して放置するとミク

ロフイラリア数がある程度まて再び増加し， 投薬量に

よつては，やがてもとの Mf数にまて恢復する場合もあ

る．

この場合，おそらくスパトニン投薬により従来から流

血中に蓄積されていた Mfはほとんど除去され，投薬終

了後生存していた雌虫から新たに産出された Mfが流血

中に新たに蓄積されてゆくものと思われる．

もちろん，このさいには宿主の免疫があつて， Mfが

流血中にすべて生存していないかもしれないし，また雌

虫の薬剤による障害によつて，健康な場合にみられるだ

けの Mf数を産出しないかもしれない．しかし，これら

の点を考慮においた上て',. スパトニン投薬終了後の Mf

数の回復状態と，宿主を剖検したさいの雌虫数の関係を

しらべてみたのがとの実験てある．

実験に使用したコトンラットは実験W第 2群の No.8 

9, 10てある．

No. 8は投薬終了翌日の検血ては流血 2.5cmm中 Mf

数は21,解剖直前の（投薬終了後23日目） Mf数は 416

てあった．胸腔には生存成虫雄22匹，雌15匹，他に左右

胸腔の胸膜に附着して匹数不明てあるが，白色混濁した

死亡虫も見出された．との生存雌15匹l/ますべて完熟成虫

てあった．

第2例の No.9は投薬終了翌日の Mf数は流血2.5

cmm中16,解剖直前（投薬終了後の23日目）の Mf数

は66てあった．胸腔には生存雌成虫 8匹と雄 1匹（完熟
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雌虫 2匹）計 4匹と外に匹数は不明てあるが死亡してい

る成虫が右側胸腔内，胸膜上から検出された．

第 3例の No.10は投薬終了翌日の Mf数は流血 2.5-

cmm中20,解剖直前（投薬終了後23日目）の Mfは 199-

てあつた．解剖の結果胸腔からは雄 6匹と雌 9匹（完熟

雌虫 8匹）の計15匹の生存成虫と，左側胸腔内胸膜上に

死亡している成虫が採集された．

ことて適当量のスパトニンが血中 Mfのみに作用して

減少させ， しかも成虫には少しも影響をあたえない．

叉投薬終了後すみやかにスパトニンは体内から消えて

成虫は Mfをうみ，その全数が毎日蓄積されてゆく．

という仮定をおくと，投薬により一旦 Mf数を減少せ

しめ，その後の増加を雌（完熟雌虫）の匹数， 日数てわ

れば雌 1匹 1日あたりの産仔数が推定てきる．

No. 8の例ては雌 1匹の 1日の産仔数は流血 2.5cmm 

あたり 1.1匹， コトンラットの血液量を体重のリg とす

れば全血量について4,400匹と推定される．

No. 9は雌 1匹の 1日の産仔数は血液 2.5cmrriあたり

1.1匹，全量に対して推定すると， 6,160匹， 、No.10は

雌 1匹の 1日の産仔数は血液 2.5cmm中 1.0匹，全量か

ら推定すると4,000匹と略々 3頭とも同じ様な値が算出

された．

2. 無処置の場合の剖検成虫数と Mf数との関係

1例はイエダニによる感染後92日目に Mfが検出され

はじめ， 278日目に解剖，剖検直前の Mf数は流血 2.5, 

cmm中 496て，胸腔からは雄 4匹と成熟雌虫 6匹が見

出された．

第 2例は実験 l[て感染後51日目に Mfが検出されはじ

め， 188日目に死亡，死亡直前の Mf数は1,793胸腔か

らは成熟雌虫12匹が認められた．

これら無処置群ては Mf数と成虫との関係の算出法が

前のと同じ条件てない為，厳密な比較は出来ないが，産

出された Mfがまだ死亡せず全部蓄積され，かつすべて

の雌が同じ日からうみ出したと仮定した場合には， Mf

数を成熟雌虫数と Mfが産み出されてからの日数て割る

とやはり雌 1匹あたり， 1日の産仔数が推定出来る．こ

の方法て計算すると，第 1例ては血液 2.5cmm中0.45,

匹，全血量ては1,800匹， 第 2 例ては血液 2~5 cmm中

1.1匹，全血量て 14,232匹と算出された．従って，こ

の両者の推定数には著しい差がみられ，フイラリア症に

おける流血中の Mf数は少なくも上述の仮定のように簡

単に説明しえないことが推定された．

(27) 
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結論

1) スパトニンまたはマフアルゾールがコトンラット

糸状虫 (Lz'tomosoidescaガn£i)の成虫に及ぼす効果を調

べる為，薬剤投与後にコトンラットを剖検して，成虫死

亡率を観察し，また虫体の変状をラクトフエノール透徹

標本，組織切片について観察比較した．

2) スパトニン投与群ては総量プロキロ 180mgのも

のては死亡率 0てあつたが， 280 mg以上6,000mgて

はいづれも死亡虫が見出され，平均死亡率17.6%を示し

た。このさい 200mg/kgという致死量に近い大量を10

日ないし30日間も連続してあたえた例ては，ほゞ13%し

か死亡していなかつたが，その祗ゞ 1/1。量を1_0日間隔て‘

10回分，長期間にわたり投薬した例ては，これより高い

死亡率が認められたこれにより，スパトニンはいかに

大量をあたえても短期間ては充分な効果がみられず，少

量ても長期に分割してあたえる方が有効てあると推定さ

れた．

3) マフアルゾール投薬群ては 1日1回 3mg/kg 10 

日連用（総量プロキロ30mg)ては死亡率 0てあったが，

［日 1回5mg/kg 10日連用（総量 50mg)ては平均54.2

％の死亡虫が見出され，短期投薬法てはスパトニンに比

し高い値が得られた．

4) スパトニン投薬て死亡した虫体は，多く個々には

なれ，胸膜下に頭または尾部を挿入ないしは胸腔壁，内

臓表面等の胸膜に癒着しているのが殆んどてあるのに，

マフアルゾール投薬て死亡した成虫は、胸腔内て互にか

らまりあつて，虫体塊を形成し，胸腔壁，胸膜等に癒着

は認められなかつた．

5) 生存虫体もラクトエノール透徹標本てみると，ス

パトニンの場合は Ovejector末端の体壁附着部で若干の

筋線維の乱れが認められ，マフアルゾールの場合て森食

道と腸管の接続部，それにつゞく腸管等に明らかな障害

が観察された．

6) 組織標本の観察ては，スパトニン投与群の生存虫

においても，卵巣先端の軸索 (Rachis)部て卵母細胞の

排列のみだれ，細胞質の空胞化，また卵巣主部における

卵細胞の大小不揃，染色性の不同，退行変性や崩壊がみ

られ，子宮内の Mfに著しい変状はなく，体細胞も殆ん

ど侵されていなかった．マフアルゾール投与群ては，卵

巣において上記と同様な変化が観察されたが，その変状

はより軽度てあり，なおこの他に子宮壁の空胞変性が見

られた．

7) :::rトンラット糸状虫の雌虫数と流血中の Mf数の

関係を，スパトニン投薬群と無処置群とてしらべた．前

者ては一定の仮定をおいて雌 1匹あたりの 1日の産仔数

を推定したととろ， 3例が4,000, 4,400 , 6,000と唇

ゞ近似した値を示した．後者ては 1例は1,800他の例て

は 14,232 と著しく異つた価がえられ，この現象にはさ

らに複雑な原因の存在することが推定された．

稿を終るに当り種々御指導御援助たまわつた当研究部
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EXPERIMENTAL STUDIES ON THE CHEMOTHERAPY OF FILARIASIS WITH 

THE COTTON RAT FILARIA LITOMOSOIDES CAR/NII (2) 

EFFECTS OF DIETHYLCARBAMAZINE (SUPATONINl 

AND MAPHARSOL (MAPHRSEMINl 

ON THE ADULT WORMS 

KOJI SATO 

(Department of Parasitology, Institute for Infectious Diseases University of Tokyo) 

1. Following the experiments reported in the previous paper on the effects of diethylcarba-

mazine and mapharsol on the microfilariae of the filarial worm Litomosoides carz"nii in cotton rat, 

a series of observations were made to see their effects・on adult worms in different modes of 

d .. a mm1strat10n. 

2. Large doses (200 mg/kg per day) of diethylcarbamazine (Supatonin) administered sue-

cessively for 10 to . 30 days killed only 12-20 % of adult worms as demonstrated by autopsies 

made a few days later. On the other hand, small doses (20 or 30 mg/kg per day) of the drug gave 

higher mortality (33-50%) of the adults when administered by long intervals for longer periods 

(for example, by 10 days'interval 10 times), though the total doses were much smalle~than in 

the former. 

3. In cases treated with daily doses of 50 mg/kg of mapharsol for 10 days ,a total of 54. 2% 

of adults were found to be killed in autopsy, though the drug gave no noticeable effects on the 

microfilarial counts. 

4. Macroscopical, microscopical and hi;,tological _changes found in dead worms were charac-

terictic in both drugs. The wprms killed by diethlcarbamazine weremostly free, while that killed 

by the arsenical usually entangled each other. Histologically, the degenerationof ovaries were most 

remarkable in diethylcarbamazine group. 

5. Relationships between the number of microfilariae and of adults in hosts with or without 

<liethylcarbamaxine treatments were discussed. 
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